
 

 

 

 

 

 

子どもの生きづらさの現在
い ま

 

～「からだの権利」を学ぼう～ 

 

「包括的性教育」は、子どもたちの権利を守り保障することを目的にしています。しかし、いま日本の子ど

もたちの状況は危機的です。 

文科省調査によると、2022年度の不登校の小中学生は過去最多の約 29万 9千人、全児童生徒中

3.2％、前年度より 22.1%の大幅増。「いじめ」も小中高などで約 68万 2千件が認知され、被害が深刻

な「重大事態」は 923件で、ここ２年で１.５倍とすべて過去最多。「自殺」は小中高報告で 411人、過去

二番目の多さ。暴力行為は小中高報告で約 9.5万件、過去最多。 

子どもたちは全身で、日本の社会や学校に警鐘を鳴らして「生きづらさ」を訴えているのです。今回は、

子どもたちの現状を学び、「からだの権利」を保障する「包括的性教育」を深めるために最適の３講座を用

意しました。みなさまのご参加をお待ちしております。 

 

 日時   ２０２４年１月２１日（日）９：５５～１７:００(９時３０分開場) 

 会場   和光小学校〒１５６－００５３ 東京都世田谷区桜２丁目１８ー１８ 

＊ハイブリッド開催（会場＆Ｚｏｏｍによるオンライン配信） 

 

 参加費 会場参加・Ｚｏｏｍ参加での参加費の違いはありません。 

      性教協 全国会員の方・・・３，０００円  ※学生・ユース(３０歳未満)の方、障害のある方は５００円 

             一般の方・・・４，０００円  ※学生・ユース(３０歳未満)の方、障害のある方は１，０００円 

  ※「会員」とは一般社団法人“人間と性”教育研究協議会の全国会員で年会費を納めている方です。 

  第 38回 理論と実践講座   
主催：一般社団法人“人間と性”教育研究協議会 



 

 申込方法  ＱＲコードを読み込むか、性教協 HP よりＰｅａｔｉｘ（ピーティックス）にアクセスし申し込んでください。 

⚫ チケット購入には、Ｐｅａｔｉｘの登録が必要となります。初めてご購入される方は、チケットの申し込みボタンを押

し、新規登録にお進みください。パスワードの設定にご注意ください。（英数大文字、小

文字、記号が必要です。） 

⚫ クレジットカード・コンビニ振込、ペイジーを使える銀行ＡＴＭ。パソコンやスマートフォンで

お申込みの際、方法を選択し、指示に従ってお支払いください。 

⚫ Ｚｏｏｍ参加の方には、1月 20日中に、Ｚｏｏｍ のＵＲＬ・ＩＤ・パスワードがメールで送られ

ます。 

≪問い合わせ先≫ 

〒151-0071 東京都渋谷区本町１－7－1６ 初台ハイツ 1006号 

TEL 03-3379-7556 火・木曜日の 13:00～16:00 

E-mail jimu@seikyokyo.org 

HP https://www.seikyokyo.org/ 

一般社団法人“人間と性”教育研究協議会 

２０２４年１月２１日（日）９：５５～１７:００ (９時３０分開場) 

９：５５～１０：００ 開会の挨拶・諸連絡（実行委員長：谷村久美子さん） 

１０:００～１２:００ 

講座① 

「子どものからだと心」～脅かされ続ける日本の子どもたちの権利～ 

 野井真吾さん（日本体育大学教授） 

約３年間のコロナ禍を経て、日本の子どものからだと心は、ますます窮地に追い込まれています。この

講座では、子どもたちが発するからだと心のＳＯＳともいえる厳しい現実（証拠）を共有し、子どもの権

利を守り育てる社会にするための学びを深めます。 

１３:００～１４:３０ 

講座② 

「トランス・バッシングとアライを増やす方法」 

遠藤まめたさん（にじーず代表） 
国や地方自治体レベルでＬＧＢＴの権利保障が進むにつれて、特にトランスジェンダーに対する中傷が

苛烈になっています。当事者や支援団体への攻撃は日本だけではなく海外で広く起きていることのコ

ピーでもあります。このような中で権利保障のための味方や、一緒に立ち上がってくれるアライをどう増

やしたらいいかを、この講座ではＬＧＢＴの子ども・若者の居場所づくりや、トランスジェンダーに関する

情報発信をしてきた経験から話題提供します。 

注）アライ：英語の「同盟、味方」を意味する「ally」を語源とする言葉。セクシュアル・マイノリティ当事者ではないが、差別問題を自分

のこととして理解し、行動する人。 

１４:４５～１６:４５ 

講座③ 

“人間と性”教育研究協議会「『生命(いのち) の安全教育』を 
   からだの権利教育へプロジェクト」からの報告 

水野哲夫さん（性教協代表幹事・季刊セクシュアリティ誌編集長） 

星野恵さん（性教協代表幹事・季刊セクシュアリティ誌編集委員） 

    樋上典子さん（性教協幹事） 

門下祐子さん（性教協幹事・季刊セクシュアリティ誌編集委員） 

私たち性教協は、「生命(いのち)の安全教育」を、学校に包括的性教育を広げるチャンスとして捉

え、性の権利保障につながる内容に改善するために、「『生命の安全教育』をからだの権利教育へプ

ロジェクト」という作業チームを 4月に立ち上げました。「幼児・小学校」「中学・高校」「特別支援学校 

」の 3 つのセクションを作り、「せっかくやるならいいものに」という立場で提言と具体的な教材づくりを

進めています。「プロジェクト」の全体像と各セクションの具体的な教材案について報告します。 

１６：４５～１７：００ 閉会の挨拶・諸連絡（実行委員長：谷村久美子さん） 


